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―
―
ま
ず
、
５
期
目
に

あ
た
っ
て
の
お
気
持
ち

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

４
年
に
１
度
の
町
長

選
へ
毎
回
緊
張
感
を

持
っ
て
臨
ん
で
い
ま
す
。

今
回
５
期
目
当
選
と
な

り
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
さ
ら
に
自
分
磨

き
に
力
を
注
が
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
と
の
戦
い
に
勝
つ

こ
と
こ
そ
が
、
５
期
目

に
皆
さ
ん
の
期
待
に
応

え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
は
自
分
に
甘

え
る
こ
と
な
く
、
し
っ

か
り
と
皆
様
の
期
待
に

応
え
る
こ
と
を
お
約
束

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
こ
れ
ま
で
の
４
期

16
年
を
振
り
返
っ
て
い

か
が
で
し
た
か
？

あ
っ
と
い
う
間
だ
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

徳
之
島
町
長
と
し
て

４
期
16
年
を
過
ご
し
て

参
り
ま
し
た
が
、
で
は

目
指
し
て
い
る
地
域
づ

く
り
が
進
ん
で
い
る
の

か
と
言
い
ま
す
と
、
ま

だ
道
半
ば
だ
と
い
う
気

持
ち
で
す
。

最
初
に
私
が
抱
い
た

疑
問
は
、
徳
之
島
町
は

「
徳
の
島
」
と
い
う
こ
と

で
、「
徳
」
に
つ
い
て
言

及
さ
れ
る
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
す
が
、
実
際
に

そ
の
「『
徳
』
を
積
み
重

ね
た
地
域
振
興
が
で
き

て
い
る
の
か
？
」
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ

が
私
が
町
政
に
取
り
組

む
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

そ
こ
で
ま
ず
は
、「
待

機
児
童
ゼ
ロ
」
に
向
け

た
施
策
や
、「
障
が
い
者

に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

の
た
め
、
植
物
工
場
な

ど
の
障
が
い
者
に
対
す

る
雇
用
の
場
を
作
っ
て

き
ま
し
た
。

ま
た
、
大
き
な
出
来

事
と
し
て
、
市
町
村
合

併
を
し
な
か
っ
た
事
は

重
要
な
決
断
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
当
時
は
合

併
を
し
な
け
れ
ば
生
き

残
れ
な
い
と
い
う
風
潮

が
あ
り
、
私
は
合
併
に

よ
る
効
果
を
検
証
し
、

経
済
的
な
デ
メ
リ
ッ
ト

が
大
き
い
と
判
断
し
て
、

住
民
説
明
会
を
開
き
ま

し
た
。
合
併
を
し
な
か
っ

た
こ
と
は
正
し
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

民
主
党
政
権
当
時
は
、

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人

へ
」
と
国
が
政
策
転
換

し
た
時
期
で
、
公
共
事

業
に
頼
っ
て
い
る
町
政

の
経
済
が
大
変
危
機
的

な
状
況
に
陥
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
危
機
感

を
持
ち
ま
し
た
。

そ
こ
で
農
業
の
６
次

産
業
化
を
目
指
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
外

貨
を
稼
ぎ
、
公
共
事
業

で
失
う
経
済
を
取
り
戻

そ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
地
域
振
興
に
お

い
て
は
、
工
場
建
設
等

の
様
々
な
ハ
ー
ド
事
業

が
で
き
ま
す
が
、
そ
の

運
営
に
あ
た
っ
て
成
功

事
例
を
作
る
の
は
「
人
」

で
す
。 

こ
の
人
材
育
成

こ
そ
が
、
地
域
振
興
の

一
丁
目
一
番
地
だ
と
私

は
今
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
若
者
や
島

で
生
ま
れ
る
子
ど
も
達

の
人
材
育
成
、
教
育
に

力
を
入
れ
る
こ
と
こ
そ

が
、
地
域
振
興
の
第
一

歩
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

格
差
が
生
じ
な
い
よ
う

に
、
町
と
し
て
最
先
端

の
教
育
環
境
を
作
ろ
う

と
現
在
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま

す
が
、
16
年
を
振
り
返
っ

て
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で

す
。
新
た
な
時
代
へ
の

政
策
転
換
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
し
、

地
域
間
競
争
も
今
後
さ

ら
に
激
し
く
な
り
ま
す

か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
努
力
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
５
期
目
は
ど
の
よ

う
な
町
政
に
し
た
い
と

お
考
え
で
す
か
？

今
ま
で
に
前
例
が
な

い
こ
と
、
こ
れ
ま
で
の

徳之島町長
５期目の町政へ向けて

Mayor of 

Tokunoshima 

　　　　   Town

高岡  秀規（63）
徳之島町亀津出身。玉川大

学農学部卒。1997 年７月～

2005 年３月まで徳之島町議

会議員。2007 年７月に徳之

島町長選挙に初当選。当選

５回。県町村会会長。

高岡秀規
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を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

―
―
最
後
に
、
町
民
の

皆
様
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

地
域
振
興
は
、
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

得
る
た
め
に
も
、
町
民

の
期
待
に
応
え
る
、
そ

し
て
町
民
の
要
望
に

し
っ
か
り
と
向
き
合
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
が

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
皆
様
に

は
、
遠
慮
な
く
町
政
に

対
し
て
の
要
望
と
、
そ

し
て
ま
た
町
が
行
お
う

と
し
て
る
施
策
に
つ
い

て
一
緒
に
な
っ
て
考
え

て
い
け
た
ら
あ
り
が
た

い
と
思
い
ま
す
。

誠
心
誠
意
頑
張
っ
て

参
り
ま
す
の
で
、
今
後

も
町
民
の
皆
様
の
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
心
か
ら

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

時
代
へ
向
け
た
政
策

を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
デ
ジ
タ

ル
ツ
ー
ル
を
使
っ
た
交

流
人
口
の
増
加
や
、
１

次
産
業
、
２
次
産
業
の

６
次
産
業
化
に
つ
い
て

も
し
っ
か
り
と
拡
充
し

て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
今
後
一
番
懸

念
さ
れ
る
こ
と
は
、 

地

球
環
境
の
問
題
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
農

業
や
他
の
産
業
が
生
産

性
や
経
済
を
優
先
に
し

た
も
の
が
多
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
は
「
環
境

に
優
し
い
」
と
い
う
こ

と
を
テ
ー
マ
に
し
な
が

ら
、
農
業
振
興
や
６
次

産
業
化
な
ど
、
産
業
育

成
を
環
境
に
配
慮
し
た

も
の
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
新
た
に
政
策
転
換

Mayor of 

Tokunoshima 

　　　　   Town
常
識
か
ら
一
歩
踏
み
出

し
た
大
胆
な
政
策
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
た
な
事
業
や
政
策

で
は
、
先
入
観
や
前
例

に
従
う
消
極
的
な
も
の

で
は
、
成
功
事
例
は
作

れ
な
い
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た

こ
と
で
成
功
事
例
が
作

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
今

ま
さ
に
成
功
の
中
に
い

る
は
ず
な
ん
で
す
。
人

口
が
減
少
し
、
経
済
的

に
疲
弊
し
て
い
る
状
態

で
今
後
の
日
本
経
済
を

支
え
る
た
め
に
は
、
地

域
の
活
性
化
こ
そ
が
一

番
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
前
例
の
な

い
こ
と
、
常
識
に
と
ら

わ
れ
な
い
大
胆
な
政
策

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す

の
で
、
５
期
目
で
は
今

ま
で
の
考
え
方
を
全
て

ゼ
ロ
に
し
て
、
新
し
い
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㈱コウズの浜野耕一代表取締役 と高岡町長 出産祝金を贈呈された皆さん

本
町
と
㈱
コ
ウ
ズ
に
よ
る
「
第
６
次

徳
之
島
町
総
合
計
画
」
推
進
の
た
め
の

包
括
連
携
協
定
式
が
７
月
20
日
、
町
役

場
で
あ
り
ま
し
た
。
町
と
㈱
コ
ウ
ズ
は

今
年
１
月
に
町
公
式
ウ
ェ
ブ
で
の
Ａ
Ｉ

実
証
実
験
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締

結
。
今
回
の
協
定
は
よ
り
広
い
分
野
で

包
括
的
な
取
組
み
を
目
指
し
て
の
締
結

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
地
域
情
報
化

や
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
推
進
、・
Ｄ
Ｘ
人
材
育

成
Ｉ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
振
興
に
関
す
る

こ
と
等
で
両
者
が
連
携
し
、
地
域
の
発

展
と
、
持
続
可
能
な
活
力
あ
る
社
会
を

目
指
し
て
取
組
み
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

今
年
度
２
回
目
と
な
る
「
出
産
祝

金
贈
呈
式
」
が
７
月
12
日
、
役
場
１

階
多
目
的
室
で
あ
り
ま
し
た
。
今
回

は
申
請
の
あ
っ
た
出
生
児
23
名
を
対

象
に
祝
金
を
贈
呈
。
幸
野
副
町
長
が

三
味
線
演
奏
と
唄
で
祝
福
し
、
祝
金

を
手
渡
し
ま
し
た
。
こ
の
取
組
み
は

全
国
か
ら
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

「
ふ
る
さ
と
思
い
や
り
基
金
」
を
活
用

し
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
毎
年
実
施
。

支
給
額
は
、
第
１
子
が
10
万
円
、
第

２
子
15
万
円
、
第
３
子
25
万
円
、
第

４
子
35
万
円
、
第
５
子
45
万
円
、
第

６
子
以
降
は
１
子
ご
と
に
50
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

徳
之
島
町
と
㈱
コ
ウ
ズ
、
町
総
合
計
画
推
進
で
連
携
協
定

今
年
度
第
２
回
目
の
出
産
祝
い
金
、
23
名
へ
贈
呈

町や JA 等の関係者が協力開催した臨時販売会

７
月
末
か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
、
台

風
６
号
の
影
響
で
10
日
間
以
上
定
期
船

が
欠
航
。
マ
ン
ゴ
ー
な
ど
が
収
穫
の
最

盛
期
に
出
荷
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
生

産
農
家
を
支
援
す
る
た
め
の
「
徳
之
島

産
完
熟
マ
ン
ゴ
ー
臨
時
販
売
会
」
が
８

月
４
日
と
10
日
、
役
場
１
階
で
あ
り
ま

し
た
。
会
場
は
販
売
開
始
前
か
ら
長
蛇

の
列
が
で
き
る
盛
況
ぶ
り
。
両
日
と
も

に
マ
ン
ゴ
ー
や
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
な

ど
を
買
い
求
め
る
数
多
く
の
人
が
訪

れ
、
２
日
間
合
わ
せ
て
約
千
人
が
来

場
。
２
２
０
０
㌔
を
超
え
る
マ
ン
ゴ
ー

が
販
売
さ
れ
、
島
内
消
費
で
生
産
農
家

を
支
援
し
ま
し
た
。

台
風
影
響
、
マ
ン
ゴ
ー
等
臨
時
販
売
会
で
農
家
支
援

７
月
２
日
～
８
日
に
か
け
て
イ
ギ
リ

ス
で
行
わ
れ
た
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
競
技
の
世
界
大
会
「
Ｗ
Ｆ
Ｄ
世
界
Ｕ

‐
24
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
選
手
権
大
会
」

に
、
本
町
出
身
の
中
江
優
由
さ
ん
（
西

九
州
大
４
年
）
が
九
州
か
ら
唯
一
日
本

代
表
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
場
。
ウ
ィ
メ

ン
部
門
で
見
事
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、

７
月
14
日
、
町
役
場
に
表
敬
訪
問
に
訪

れ
ま
し
た
。
中
江
さ
ん
は
本
町
亀
津
出

身
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
空
手
道
や
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
競
技
に
打
ち
込

み
、
高
校
で
は
空
手
道
で
３
年
連
続
全

国
大
会
に
も
出
場
。
中
江
さ
ん
の
今
後

ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

中
江
優
由
さ
ん
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
世
界
大
会
銀
メ
ダ
ル

銀メダルを手にする中江さんと幸野副町長
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「
第
37
回
徳
之
島
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会

（
第
40
回
ど
ん
ど
ん
祭
）」
が
、
７
月
30

日
、
本
町
花
徳
浜
で
あ
り
ま
し
た
。
昨

年
は
台
風
の
影
響
で
急
遽
会
場
が
変
更

さ
れ
、
時
折
り
大
雨
の
降
る
悪
天
候
で

開
催
。
今
年
も
台
風
の
影
響
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

出
場
し
た
選
手
た
ち
は
素
晴
ら
し
い
ラ

イ
デ
ィ
ン
グ
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
沸
か
せ

て
い
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
の
１
位
は
次

の
と
お
り
で
す
。【
レ
ジ
ェ
ン
ド
ク
ラ

ス
】
嘉
隆
光
（
母
間
）、【
ス
ペ
シ
ャ
ル

ク
ラ
ス
】
椚
真
叶
（
奄
美
）、【
オ
ー
プ

ン
ク
ラ
ス
】稲
優
大（
松
原
）、【
ビ
ギ
ナ
ー

ク
ラ
ス
】
山
田
佳
那
（
奄
美
）、【
キ
ッ

ズ
ク
ラ
ス
】
勇
龍
志
（
亀
徳
）、【
全
島

一
ク
ラ
ス
】　

大
内
克
仁
（
与
論
）

ナイスライディングで会場を沸かせた出場選手の皆さん

ナ
イ
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
を
連
発
、
徳
之
島
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会真剣な眼差しで挑むキッズクラスの子どもたち

古
く
か
ら
、
歴
史
的
・
地
理
的
に

繋
が
り
の
深
い
、
奄
美
群
島
と
沖
縄

北
部
の
や
ん
ば
る
地
域
。
２
つ
の
地

域
の
交
流
の
た
め
の
「
奄
美
・
や
ん

ば
る
広
域
圏
交
流
推
進
協
議
会
」
が

７
月
24
日
、
徳
之
島
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
両
地
域
関
係
者
が
一
堂
に
会

し
て
の
開
催
は
５
年
ぶ
り
。
奄
美
か

ら
12
市
町
村
、
や
ん
ば
る
か
ら
12
市

町
村
の
計
24
市
町
村
か
ら
、
約
80
人

が
徳
之
島
に
来
島
。
日
中
に
島
内
各

所
を
視
察
後
、
夕
方
か
ら
は
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
シ
ャ
ン
リ
ゾ
ー
ト
で

総
会
・
講
演
会
・
交
流
会
が
あ
り
、

出
席
者
は
講
演
で
世
界
の
観
光
政
策
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。

奄美とやんばる地域の全 24 市町村と関係者の皆さん

奄
美
・
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ん
ば
る
地
域
、
徳
之
島
へ
参
集
し
広
域
交
流

交流会では徳之島３町から余興を披露
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。
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６
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の
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と
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台
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。

【
イ
ン
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ッ
プ
訪
問
先
】

〇
関
東
徳
州
会

〇
国
会
議
事
堂

〇
気
象
庁

〇
農
林
水
産
省

〇
株
式
会
社
不
二
家

〇
神
奈
川
県
秦
野
市

〇
Ｙ
ａ
ｈ
о
о
株
式
会
社

〇
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

〇
株
式
会
社
ぐ
る
な
び

〇
株
式
会
社
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｘ

〇
Ｊ
Ａ
Ｌ 

Ｓ
Ｋ
Ｙ

 
 

 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｍ

JAL SKY MUSEUM での工場見学

Google Japan 社員と意見交換

Jalux で返礼品コラム作成体験

農林水産省訪問 関東徳州会との交流会 ぐるなびでの意見交換

Yahoo でのオフィスツアー秦野市立西中学校での懇談会

参議院特別体験プログラム 秦野市でのランチミーティング

不二家秦野工場を見学

徳之島町インターンシップ教育事業
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 9 月号

どなたでも安心して相談を

弁護士相談会のお知らせ

主に消費者問題に関する相談について、弁護士相談会を開催します。相談は無料です。相談をご
希望の方は事前の申し込みが必要となりますので、9 月 6 日（水）までに企画課へお申込みください。

●日時＝令和 5 年 9 月 15 日（金）※１件につき 30 分以内

●場所＝徳之島町生涯学習センター２階 研修室

●内容＝消費者問題に関する相談
※件数に満たない場合は消費者問題以外の相談も対象とします。
※台風等の影響で予定が変更になる事があります。
※次回の相談会は 11 月を予定しています。

企画課 消費生活相談窓口　☎ 0997-82-1112問

消費者庁イラスト集より

福祉や教育等のための重要な財源です

税金の納期内納税にご協力ください

町税は、私たちが安心して健康な暮らしをするために、重要な役割を持っています。
福祉や保健等といった社会保障、ごみ処理、教育、道路整備など、様々な事業を進めるうえで、

非常に大切な財源です。徳之島町においては、大多数の皆さまが納期限内に納付いただいております。
納期限内に納めない人がいると、財源不足となり、住民サービスに支障をきたすことになるうえ、

納期限内に納税している町民との公平性を欠くことになりますので、町税の納め忘れのないよう、
皆さまのご協力をお願いいたします。

税務課 徴収係　☎ 0997-82-1117問

募集詳細は町公式ウェブサイトをご覧ください

徳之島町公の施設の指定管理者募集について

　徳之島町では、令和 6 年 4 月から管理運営を行う指定管理者を、以下の通り募集します。

●指定管理者に管理を行っていただく公の施設の名称及び所在地
　①徳之島町健康の森総合運動公園・徳之島町陸上競技場（徳之島町徳和瀬 734・735）

　②亀津公園（徳之島町亀津 3620）

●指定期間＝令和 6 年 4 月 1 日から
　　　　　　令和 11 年 3 月 31 日（5 年間）

●指定までのスケジュール
　募集要項の公表・告示＝令和 5 年 10 月 2 日（月）
　指定管理者指定申請書の受付
　＝令和 5 年 10 月 16 日（月）午前９時から
　　令和 5 年 10 月 31 日（火）午後 5 時まで

社会教育課　☎ 0997-82-2904問



– 8 –

町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 9 月号

新型コロナや物価高騰の影響で消費活動が停滞している中、町内の精肉店・鮮魚店で使用できる
商品券を、65 歳以上の高齢者を対象に以下の内容で配布いたします。（※商品券が届くまでに日数
がかかることが予想されます。ご理解の程よろしくお願いいたします。）

たくさん食べて徳之島町を元気にしよう！

お肉・お魚消費喚起商品券事業について
農林水産課 　☎ 0997-82-1150問

対象者 住民基本台帳に登録のある 65 歳以上の高齢者
（令和５年４月１日現在）

有効期限 令和５年９月１日（金）～令和５年 12 月 31 日（日）
※期日を過ぎるとご利用できません

商品券種類

①精肉店にて使用可能な「お肉商品券」３，０００円／１セット
②鮮魚店にて使用可能な「お魚商品券」５，０００円／１セット
※精肉店・鮮魚店で使用する商品券が異なりますのでご注意く
ださい
※それぞれお一人様につき１セットずつ配布いたします

取り扱い店舗

【精肉店】
①崎精肉店（亀津 3170-1）
②㈲宮本商店（亀津 3011）
③奄美食品（亀津 2952-2）
④精肉屋 YONE SHOW（花徳 2929-4）

【鮮魚店】
①サンユウ（亀津 916-5）
②池山鮮魚店（亀津 3342）
③金城鮮魚店（亀津 7335）
④鮮魚 魚一（亀津 7274-101）
⑤㈱漁師の店・さかな（亀津 7656）
⑥武田鮮魚店（亀徳 2539-5）
⑦森精肉鮮魚店（下久志 200）
⑧魚健（母間 9540）
⑨喜元鮮魚店（母間 906-1）
⑩金城鮮魚店（山 1837-1）
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情報掲示板

広報 徳之島 2023 年 9 月号

カンキツグリーニング病菌駆除確認調査とは、これまで県及び徳之島３町が行ってきた調査
で当該菌の感染樹が確認されなかったことから、国主体により根絶を確認するための調査です。
今後も複数回に渡って調査を行い、年度内に町内全域の調査を行う予定ですので、ご理解・ご
協力をお願いします。なお、本調査で感染樹が確認されなかった場合は、徳之島３町は発生地
域から除外される見込みです。

【お問い合わせ】　門司植物防疫所名瀬支所 ☎ 0997-52-0459　

  　   県大島支庁特殊病害虫係 ☎ 0997-52-0299　町農林水産課 ☎ 0997-82-1150

【調査内容】カンキツグリーニング病菌の感染がないことを確認するため、町内全域でカンキツ樹の

調査を行います。調査員（腕章付）が家屋の敷地内や園地内に入り、対象のカンキツ樹を目視で確認

させていただきます。なお、葉に疑似症状（退緑等）が確認された樹については、４～５枚の葉がつ

いた枝を４本程度採取させていただきますので、町民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

カンキツグリーニング病菌駆除確認調査についてのお知らせ

【調査日時】９月 26 日（火）～９月 28 日（木）
（※荒天等のため、スケジュールが変更になる場合があります。調査を行う週の初めに町内放送
　  でご案内いたします。）
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【開催期間】令和５年９月 30 日（土）まで

【徳之島参加店舗】
①遊学リゾート きむきゅら
　（徳之島町下久志１１３２－１）
②漁師の店 さかな
　（徳之島町亀津７６５６）
③天城町水産業振興拠点施設 うおっちょ
　（天城町浅間３２２－８）

イベントの詳細は
右記QRコードから→

農林水産課　☎ 0997-82-1150問

奄美群島産水産物のみを使ったメニューが味わえるグルメイベント「島ぃゆグルメフェ

スタ」を開催中です。群島内の飲食店が腕によりをかけて、和食・洋食・ファストフード

などさまざまなジャンルの「島ぃゆグルメ」を完成させました。ぜひご賞味ください。
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●今のうちから、相続した土地・建物の相続登記をしましょう。
　今なら、相続登記の免税措置も受けられます。

●相続の際、遺産分割をきちんと済ませましょう。

●登記の手続は、法務局のホームページをご覧ください。

●相続・登記の専門家への相談も、ご検討ください。

【お問い合わせ先】鹿児島地方法務局　奄美支局　☎ 0997-52-0376（音声案内２番）

令和６年４月１日から相続登記の申請が義務化されます！
不
動
産
登
記
推
進

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　
「
ト
ウ
キ
ツ
ネ
」

古文書調査

文化財修復のため梱包作業
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図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 

『フォトミステリー』

道尾 秀介／著〔小説〕

道尾秀介初のショートショート集。
「お兄ちゃんの髪は濡れてた」「何

日か経つと静かになった」「ハツカ
ネズミと人間」「導火線」など、写
真と連動する新感覚のミステリー
全 50 編を収録する。

徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

『校庭の迷える大人たち』

大石 大／著〔小説〕

見慣れない扉、覚えのない手当金、
あり得ない同僚、進まない時計…。
保護者、教員、事務職員、PTA、校
長。学校に集う大人たちに起きた
5 つの奇談を収録する。『小説宝石』
掲載に書ろしを加えて書籍化。

『やさいのプールびらき』

苅田 澄子／文、さとう めぐみ
／絵〔絵本〕

やさい畑にプールができ、プー
ル・ドッジボール大会をする
ことに。でも、参加できるの
は水に浮くやさいだけ。にん
じんとじゃがいもは沈んでし
まい…。食べものの楽しいよ
みきかせ絵本。

『ある日、森の中でクマさんのウン
コに出会ったら』

小池 伸介／著〔一般書〕

体を張った研究の果てに見えてき
た、森林におけるクマの役割と自
然の神秘とは？ 25 年間にわたって
ウンコを拾い続け、ツキノワグマ
の生態を明らかにしてきたクマ博
士・小池伸介が、数奇な研究人生
とクマの本当の姿を語る。

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

の図書館展示

・ お月さま ・ 宮沢賢治 ・ 敬老の日 ・ 認知症　

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

9 月

《９月の返却ポスト回収予定日》

　【阿田野平住宅】 ２日（土）　、 26 日（火）
　【花徳支所】 ８日（金）、23 日（土）

☆職員おすすめ本☆　    

お知らせ

『いえやちゅ ! 』

丸山 誠司／著〔一般書〕

孫の家光がやってきて、ほっぺに
「いえや〜ちゅ !」とされて大喜び

の家康。ところが次々と邪魔が
入って、さあたいへん ! おたぬき
さまがぽんぽこ現れて…。

『仕事は楽しいかね？』

デイル・ドーテン／著、　野津 智子
／訳〔一般書〕

仕事は楽しいかね？ “ ＮＯ ” と答え
た人にこそ読んでほしい。明日か
ら楽しくなるかもしれない意外な
方法。読み終えた時、とにかく何
かやってみようという気にさせて
くれる本です。

○おはなしの時間

　0 歳～　　9/3（日）午後 2 時 30 分～

　3 歳～　　9/9（土）・9/23（土）午後 2 時 30 分～

○イベント

わきゃ島塾　「徳之島の食について （調理実習）」

　9/16（土）午後２時～午後４時

　　生涯学習センター２階調理室
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○
マ
マ
と
パ
パ
で
考
え
る
赤
ち
ゃ
ん
の
暮
ら
し

　
（
マ
マ
だ
け
の
参
加
も
О
Ｋ
で
す
）

○
沐
浴
体
験

○
育
児
中
マ
マ
と
の
交
流
会

※
希
望
に
応
じ
パ
パ
の
妊
婦
体
験
も
で
き
ま
す

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
9
月
25
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
電
話

　

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

＊
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
健
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
9
月
14
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

日にち 対象地区 会場・時間

10 月２日（月） 南原・尾母・大原・白井・亀徳・北区

時間や会場は通知

をご確認ください。

10 月３日（火） 中区・南区・旭ヶ丘・井之川・神之嶺・諸田・徳和瀬

10 月４日（水） 東区・大当・反川・池間・下久志

10 月５日（木） 前川・新村・轟木・上花徳・花時名

10 月６日（金） 畦・山・金見・手々

結核検診のお知らせ
65 歳以上の方を対象に記の日程で結核検診（胸部レントゲン検査）を実施いたします。対

象の方には 9 月上旬頃に通知を郵送しますので、通知を持参して会場にお越しください。
（※肺がん検診を受けた方は対象外となります。）

10/2(月)～10/6(金)

「令和５年度栄養関係功労者知事表彰」において、徳之島町食生活改善推進員連絡協議会が団
体の部で表彰されました。幼児期からの食育の重要性とあわせて子ども達に郷土料理の味・伝
統に興味関心を持ってもらうため、保育園や高校などと連携をとり郷土料理教室に力を入れて
いる点等が評価されての表彰となりました。町食生活改善推進員は「私達の健康は私達の手で」をスロー
ガンに、子どもから高齢者まで各世代にあった食育活動を推進するため、現在 43 名で活動しています。

徳之島町食生活改善推進員が県知事表彰

徳之島町保健センター　電話 :0997-83-3121

※
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
・
風
邪
症
状
が
あ

る
な
ど
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
方
は
来
所

を
お
控
え
く
だ
さ
い
。
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住
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島
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）　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0997）

82-1101
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
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w
w
.tokunoshim

a-tow
n.org/
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子ども達からは「マリオのおじちゃん」と呼ばれて
いる政武文さん。本業はたんかん農家で、毎年 100 本ほどを植
え付けて今では 700 本にもなるそうです。農業以外ではＮＰＯ
法人徳之島虹の会に所属し、青少年育成や自然保護活動、エコ
ツアーガイドの会長も務めています。楽しみはウミガメの調査
活動。産卵時期には島内各地の浜に赴き、子ども達の環境学習
の一環として観察会にも協力。「自然遺産登録で徳之島が認知
されてきたので、自然環境を活用しながら観光情報等も周知し
ていけたら」と語ってくれました。これからも素敵な笑顔で元
気に過ごしていただきたいです。

わっきゃまちの

きまいたりっちゅ !
きまいたりっちゅ !

政　武文さん
手々（70 歳）

【iOS】【Ａｎｄｒｏｉｄ】

①スマホやタブレットでＱＲコードを読み込

み、 アプリ 「マチイロ」　（iOS、 Ａｎｄｒｏｉｄ

対応） をインストール

② 「お住まいの地域」 で 「鹿児島県徳之島町」

を登録

※ＱＲコードからダウンロードしてご利用いた

   だけます。
企画課 ☎ 0997-82-1112問

アプリで 「広報 徳之島」 を読みませんか？

※
表
示
イ
メ
ー
ジ

◇
7
月
届
出
分
の
う
ち
、
広
報
紙
に

　掲
載
可
の
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

氏
　
名 

年
齢 

 

住
　
所

米
谷
カ
ズ
子
　
88
　
　
山
　

林
　
　
國
夫
　
98
　
亀
　
徳

安
田
せ
き
子
　
79
　
井
之
川

義
間
　
義
一
　
92
　
徳
和
瀬

杉
谷
　
嘉
亮
　
66
　
母
　
間

中
原
　
重
一
　
70
　
亀
　
津

牧
　
　
智
美
　
49
　
亀
　
津

常
山
　
い
と
　
106
　
亀
　
津

基
山
　
長
吉
　
91
　
亀
　
津

信
　
　
英
子
　
97
　
花
　
徳

金
城
　
礼
子
　
62
　
亀
　
津

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を

 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

◆
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

出
生
児
　
　
保
護
者
　
住
　
所

吉
田
　

え
い
し
ん

栄
心
（
友
　
也

留
衣
香
）
母
　
間

秋
丸

じ
ょ
う
し
ろ
う

誠
志
郎
（
哲
　
郎

ひ
と
み
）
亀
　
津

友
良
　

ま

な

舞
那
（
大
　
志

百
衣
奈
）
亀
　
徳

福
永
　

な
ぎ
さ
　

渚
　
（
拓
　
郎

梨
　
恵
）
亀
　
津

伊
藤
　

お

と

緒
音
（
勇
　
太

真
理
子
）
亀
　
津

吉
村
　

か

な

い

叶
愛
（
大
　
成

靖
　
子
）
母
　
間

徳之島町の現勢

面積 104.92 ㎞2

人口 　9,719 人

 男 4,805 人

 女 4,914 人

世帯数 4,642 戸

　

（-16）

（-２）

（-14）

（-９）

（括弧内は先月との比較）

令和５年８月１日現在

戸
籍
の
窓

直
　
　
勇
志
＝
　
亀
　
津

金
丸
　
天
音
＝
　
亀
　
津

※令和 2年国勢調査に基づく

　推計人口です。


